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結果 

 

最終 

判定 
疫学調査、臨床検査の結果を基に、剖検、細菌培養試験、病理組織検査等の結果を併せて総

合的に判断する。 

その他 
 

 

(2)  臨 床 検 査 (1)  疫 学 調 査  

(3)  剖 検 

(8)  病 理 組 織 検 査 (4)  細菌培養試験 
 

(5)  細菌性状分析 
 

(6)  P C R 

(7)  血 清 型 別  

(9)  免疫組織化学検査 

（死亡豚、と畜） 
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） 

＜分離培養＞ 

（＋）          （－）          （＋）          （－） 



→類似疾病検査  

① 100 豚マイコプラズマ病  ② 99 豚パスツレラ症（パスツレラ肺炎）  ③ 84 豚インフルエンザ 
④ 75 トキソプラズマ病  ⑤ 豚肺虫症  ⑥ 102 ヘモフィルス・パラスイス感染症（グレーサー病） 
⑦ 101 豚レンサ球菌症  ⑧ 93 アクチノバチルス・スイス感染症（旧：豚アクチノバチルス症） 
 

○ 病原体：Actinobacillus pleuropneumoniae 
 

(1) 疫学調査  

① 4～5 ヵ月齢の豚に好発する。 
② 豚舎、豚房単位に限局的に発生する。 
③ 甚急性例では 24 時間以内、急性例では 2～4

日の経過で死亡する。 
 

(2) 臨床検査  

① 一般症状の悪化 
② 発熱 
③ 呼吸困難 
④ 神経症状 
⑤ 鼻出血 
 

(3) 剖 検 

① 肺胸膜の線維素付着、胸膜の癒着 
② 肺の充出血、水腫、暗色肝変化（割面モザイク

様） 
③ 心嚢水、胸水の増量と混濁 
④ 胸腔リンパ節の充出血、水腫 
 

(4) 細菌培養試験（分離培養） 

① 主要臓器、鼻腔、気管粘膜液をチョコレート寒

天培地、イーストエキスまたはβ-NAD 加馬血

液寒天培地を用いて分離培養を行う。 
37℃で 24～48 時間 10％炭酸ガス培養をす

る。 
② 灰白色、半透明で光沢のある粘稠性の円形集

落を形成する。 
なお、分離菌は死滅しやすいので速やかに継

代、同定する。 

(5) 細菌性状分析  

（分離菌の性状） 
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A. pleuropneumoniae ＋ ＋ ＋ － ＋ － d 

A. suis ＋ ＋ － ＋ ＋ ＋ － 

A. equuli subsp. equuli － ＋ ＋ － ＋ － － 

H. parasuis － － － － － － ＋ 

d：株によって異なり、＋は生物型 1、－は生物型 2。日本で

分離される株のほとんどは生物型 1 である。 
 

(6) P C R 1) - 10) 

種特異 PCR、血清型特異 PCR が利用できる。 
 

(7) 血清型別  

① スライド凝集反応または共凝集反応 
② 間接赤血球凝集反応 
③ 寒天ゲル内沈降反応 
④ PCR 
 

(8) 病理組織検査  

① 線維素性壊死性胸膜肺炎：肺胸膜、小葉間質

における水腫と線維素の滲出、血栓あるいはリ

ンパ管栓塞、炎症細胞浸潤あり。肺胞内にも漿

液と線維素の滲出、肺胞の壊死、炎症細胞浸

潤がみられる。特徴的な大理石紋様を形成 
② 慢性型では肉芽形成、石灰化 
 

(9) 免疫組織化学検査  

病変部に細菌抗原を検出する。 
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